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じょほうし本 

 

【
朝
礼
台
】 

木
々
の
緑
が
ま
ぶ
し
い
好
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
校
門
か
ら
玄
関
に
続
く
植
物
園
も
、
若
葉

の
緑
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
特
に
、
玄
関
前
の
二

本
の
楠
は
本
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
立
派
に
そ

び
え
て
い
ま
す
。
こ
の
楠
は
明
治
三
八
年
に
記

念
植
樹
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
校
歌
の
中

に
も
「
庭
の
楠
の
葉
い
や
生
ひ
て
・
・
・
」
と

歌
わ
れ
て
い
ま
す
。
堂
々
た
る
幹
や
枝
振
り
に

加
え
、
豊
か
な
緑
が
目
に
安
ら
ぎ
を
与
え
、
夏

は
涼
し
い
木
陰
と
な
っ
て
私
た
ち
に
憩
い
の
場

与
え
て
く
れ
ま
す
。 

を

 

楠
は
成
長
こ
そ
遅
い
が
着
実
に
大
木
に
な
る

と
こ
ろ
か
ら
、
進
歩
は
遅
く
て
も
、
堅
実
に
成

し
て
や
が
て
大
成
す
る
学
問
の
こ
と
を
「
楠

問
」
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
成
長
は

く
て
も
大
木
に
な
ら
な
い
梅
の
木
に
ち
な
ん

、
に
わ
か
仕
込
み
で
不
確
実
な
学
問
の
こ
と

「
梅
木
学
問
」
と
言
い
ま
す
。 

毎
日
、
規
則
的
に
計
画
に
従
っ
て
努
力
を
続

る
こ
と
が
、
確
か
な
学
力
の
向
上
を
も
た
ら

ま
す
。
楠
を
植
え
た
先
人
は
、
こ
こ
で
学
ぶ

者
達
に
、
進
歩
は
遅
く
と
も
着
実
に
学
問
を

め
、
立
派
な
人
間
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う

い
を
込
め
た
の
だ
ろ
う
と
想
像
し
な
が
ら
楠

眺
め
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
植
物
園
に
は

の
木
は
あ
り
ま
せ
ん
。 
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カ
デ
ッ
ト
（
17
歳
～
15
歳
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優
勝
・

時
信
君
・
岡
山
県
の
高
校
生
の
優
勝
は

め
て
。 

初

ア
ジ
ア
地
区
予
選
へ
出
場
権
を
得
る
。 

 

ま
た
、
中
国
地
区
大
会
（
山
口
県
）
に
団
体
と
個
人

で
出
場
。

年
に
続
き
団
体
２
連
覇
を
目
指
す
。 

昨
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卓
球
部
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笠
岡
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出
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木
・
男
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シ
ン
グ
ル
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５
回
戦
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玉
野
光
南
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選
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 【東いた大治続大期後も

-287-3711

6-287-3713

 

（写真・山陽新聞社提供） 

【
歓 

声
】
５
月
８
日
（
月
） 

岡
山
県
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー
閑
谷
学
校
で 

一
年
生
が
集
団
一
日
研
修
を
し
て
き
ま
し
た
。

写真は講堂学習の光景 

【大部

 

今
回
は
紙
面
の
都
合
で
日
時
・
場
所 

所
属
学
科
・
学
年
を
省
略
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

木
漏
れ
日
】
４
／
16
「
岡
山
そ
う
じ
に
学
ぶ

」
が
本
校
で
行
わ
れ
本
校
生
徒
も
多
数
参
加
し
ま

た
。
主
催
者
の
小
西
敏
之
さ
ん
か
ら
本
校
に
次
の

う
な
お
便
り

き
ま
し
た
。 

を
頂

豊
田
佳
香
様 

Ｈ
18
・
４
・
19
・
水 

／
16
楽
し
い
有
意
義
な
時
間
を
提
供
し
て

さ
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
生
と
生
徒
さ
ん
達
の
協
同
の
深
い
絆
の
よ

な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 

素
晴
ら
し
い
校
風
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

回
は
新
入
社
員
の
研
修
と
し
て
参
加
さ
れ
た

も
い
ま
し
た
が
、
無
理
や
り
連
れ
て
こ
ら
れ

方
は
、
少
し
引
い
て
い
ま
し
た
。
高
校
生
の

が
姿
勢
が
良
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

い
ま
す
。
注
・
豊
田
佳
香
（
本
校
生
徒
会
顧
問
）

第２１号 

平成１８年５月 12日

旧
岡
山
県
農
学
校 

現
高
松
農
業
高
校
地
域
向
け
情
報
誌 

備
中
高
松
城
下
町
か
わ
ら
版

h
ttp

://w
w

w
.ta

k
a

n
o

.o
k

a
ya

m
a

-c
d

.jp
/ 

 

発 行 元 

岡山県立 

高松農業高校
tel 

086

fax 

08

 

【ま大は大稲名読
山本旧まな度制学
ぶ
か
、
後
輩
に
続
く
伝
統
を
築
い
て
欲
し
い
。

長学早でをけし若修願を梅
度
だ
。
第
一
期
生
22
名
。
勉
強
と
同
時
に
大
学
で
何
を

 

こ
と
は
一
度
だ
っ
て
な
い
が
、
創
立
当
時
は
意
外
に
も
東

と
縁
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
第
２
代
校
長
木
戸
辰
三
郎
（
明

二
十
七
年
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
農
学
科
卒
業
）
と
、

く
第
３
代
校
長
青
山
三
治
郎
（
明
治
二
十
九
年
東
京
帝
国

学
農
科
大
学
農
芸
化
学
科
卒
業
。
鈴
木
梅
太
郎
博
士
は
同

）
は
共
に
東
京
帝
国
大
学
の
出
身
で
あ
る
。
ま
た
、
卒
業

す
ぐ
に
、
技
師
と
し
て
当
時
の
東
大
農
学
部
に
就
職
し
た

の
も
少
な
く
な
い
。 

注
】
そ
の
頃
、
本
校
卒
業
生
は
県
庁
や
試
験
場
の
技
師

た
獣
医
師
と
し
て
就
職
し
て
い
く
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、

学
に
進
学
し
た
も
の
は
記
録
に
残
っ
て
い
る
も
の
で

、
有
元
郷
次
郎
（
明
治
33
年
本
校
農
科
卒
業
・
同
志
社

学
）
と
、
清
水
長
郷
（
明
治
29
年
本
校
農
科
卒
業
・
早

田
大
学
政
経
科
）
の
二
人
と
稀
で
あ
る
。
た
だ
し
、
両

と
も
卒
業
後
は
、
県
会
議
員
（
有
元
）
に
な
っ
た
り
、

売
・
朝
日
の
記
者
（
清
水
）
を
務
め
た
と
記
録
が
あ
る
。 

最
近
で
は
平
成
８
年
度
か
ら
少
数
で
は
あ
る
が
毎
年
岡

大
学
や
島
根
大
学
に
進
学
し
て
い
る
。
さ
て
、
５
月
８
日
、

校
に｢

勉
強
ク
ラ
ブ｣

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
は
、
真
に

国
公
立
大
学
へ
の
進
学
を
目
指
す
生
徒
の
た
め
に
、
こ
れ

で
の
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
部
活
動
で
も
補
習
で
も

い
第
三
の
進
学
支
援
体
制
と
考
え
て
い
る
。
何
よ
り
、
何

も
何
度
も
会
議
を
重
ね
、
全
教
職
員
で
考
え
て
誕
生
し
た

【会しよ「４下う今方た方ざ .e
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 〔
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
】
高
等
学
校
の
評
価
と
し
て
、

大
や
国
公
立
大
学
等
へ
の
進
学
者
の
数
を
尋
ね
る
人
が

る
。
本
校
は
建
学
の
精
神
か
ら
し
て
そ
れ
ら
の
数
を
競
っ

学
進
学
に
向
け
て
普
通
教
科
を
徹
底
的
に
! 

ん
。 

 

活
動
に
入
っ
て
い
て
も
か
ま
い
ま
せ

進
学
勉
強
に
悩
ん
で
い
る
諸
君
!! 

 

や
る
気
の
あ
る
諸
君
!!

14
名
の
先
生
が
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す
。 
４月のレスリング競技 JOC

ジュニアオリンピックで

全国優勝した時信光一君 
農
場
】
国
際
蘭
展
受

式
・
５
月
３
～
７
日 

賞

ラ
ワ
ー
ア
ー
ト

門 

フ

部

ー
プ
ン
ク
ラ

 

『
ラ
ン
ラ
ン
パ
ー
ク
』 

オ

ス

 

特
別
奨
励
賞 

岡
山
県
商

会
連
合
会
賞 

工

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト 

賞
・
園
芸
科
学
科
３
年
村
上
晴
香
・
延
吉
美
佳
さ
ん

※
写
真

来
月
号
で
御
紹
介
し
ま
す
。 

は

畜
産
科
学
科
よ
り 

高
農
産
豚
肉
の
名
前
決
定
!!
（
注
：
校
内
で
募
集
） 

『
幻
の
黒
ぶ
ち
ゃ
豚とん
』
次
点
「
吉
備
の
風
ポ
ー
ク

 」

畜
産
科
学
科
３
年
杉
井
久
美
子

ん 

さ

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

お
知
ら
せ
】
旧
国
公
立

学
を
目
指
す
生
徒
諸
君
に
!! 

大

『
勉
強
ク
ラ
ブ
』
設
立 

月
～
金
の
毎
放
課
後
!! !


